
 

 

 

 

 

道路技術小委員会 

土工分野会議からの報告 

  

資料４ 



道路技術小委員会 土工分野会議 座長報告 
 

◇ 土工分野会議において、以下の２つの議題について専門的見地から検討したので、そ

の状況を報告する。 

 

  ◇防災・減災に関する検討事項について 

 近年の被災事例と得られた教訓等については、被災に至ったメカニズムの把握に

努め、関係者に必要な情報を共有していくことが有効である。 

 大雨や地震による橋梁の被災や低温等による舗装の被災等は、橋梁分野会議や

舗装分野会議でも議論を進め、連携して取り組んでいく必要がある。 

 「今後の対応の方向性（案）」について、各ハザードの基本的な考え方（想定する外

力の規模や規模に応じた対応レベル）を示したうえで、具体的な対策を整理してい

く必要がある。 

 

（道路土工構造物点検要領の改定について） 

 令和４年度に、道路土工構造物点検要領（暫定版）により試行した結果などを踏ま

えた改善がなされており、今回の改定は有意義であると思う。 

 今回の改定で、点検表記入例に例示する健全性診断の所見欄に記載すべき内容

は、記入例だけにとどめず、点検要領本文等でもその趣旨が伝わるようにして欲し

い。 

 新技術活用促進のためのカタログ作成・公表前であっても、現地での実証中の技

術やその他、点検に有効な技術については活用できるようにしてほしい。 

 

 

 

 



 

 

 

◇道路における太陽光発電設備の設置に関する技術面の考え方（案）について 

 維持管理等の観点から原則設置不可とするのは良いが、将来的には、今後の技

術革新等の状況を踏まえて設置可能な箇所も出てくる可能性があることに留意さ

れたい。 

 新たな点検手法・点検技術利用時の障害にならないことが必要である。 

 設置する場合は、以下の留意する必要がある。 

－長大斜面や高盛土等の構造物の大きさや災害リスクを踏まえて設置する必要。 

－排水処理を適切に実施する必要。 

－太陽光発電設備が風を受けることで基礎に引き抜き力が作用し、のり面が不安 

定化する可能性。 

－工事中の足場等の仮設まで含め、影響が無いよう考慮する必要。 
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【審議状況】 

 第 ９回 令和２年 ９月１７日 

 第１０回 令和２年１０月３０日 

 第１１回 令和３年 ６月２８日 

 第１２回 令和３年 ９月 ８日 

 第１３回 令和４年 ２月 ２日 

 第１４回 令和４年 ３月 ８日 

 第１５回 令和５年 １月２３日 

 第１６回 令和５年 ２月２７日 

  

 

 


